
第２回研修会 

【講話】 

１ カリキュラム・マネジメントの充実に向けて

カリキュラム・マネジメントには、３つの側面があ

る。①カリキュラム・デザイン②PDCA サイクルの確

立③内外リソースの活用である。カリキュラム・デザ

インを行うときに、教科の学習内容と総合的な学習

の時間と関連を図ることは大切だが、そこにこだわ

りすぎる必要はない。学習の基盤となる３つの資質・

能力「言語能力」「情報活用能力」「問題発見・課題解

決能力」を育成する必要がある。これらを育成するた

めにカリキュラム・マネジメントを行う

必要がある。その過程においては、考える

ための技法（考える際に必要になる情報

の処理方法を具体化し、技法として整理

したもの。）と思考ツールを効果的に使う

ことが求められる。 

また、育てたい力が明確かどうか。明確

でないと評価もできない。目標や評価規

準を子供が理解していることで単元のゴ

ールに向かっていくことができる。 

２ 探究の質を高める 

高等学校では、総合的な探究の時間が

行われる。自己の在り方生き方と一体的

で不可分な課題を自ら発見し、解決して

いくような学びを展開していく。より洗

練された質の高い探究が行われている。

思考ツールや地域人材を生かして課題の

設定や情報の収集、整理分析、まとめ・表

現を行うことも効果的である。 

３ 総合的な学習の時間の単元構想

①現実の状況を知る。②理想の姿を定

義する。①と②の間の問題状況を改善す

るために自分で「課題」を設定する。単元

構想をする上では、子供身に付けさせた

い資質・能力が備わっている状態をイメ

ージし、そこから逆算的に単元構想をす

ることも一つである。 
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